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2009国際食品工業展

6 9火 12金

東京ビッグサイト
10：00～17：00
主催：社団法人 日本食品機械工業会

●後援：経済産業省・農林水産省・厚生労働省・東京都・日本貿易振興会（順不同、予定）

出展のご案内
2009

出展要項

スケジュール

出展小間料 ※主催団体の会員は割引価格（一般小間のみ）

一般小間 1小間 9㎡（3m×3m） 310,000円　　  15,500円　　  325,500円
ミニ小間 1小間 6㎡（3m×2m） 200,000円　　10,000円　 　 210,000円

単価　　　     消費税相当額　        税込金額

1

出展申込の解除11
角小間指定料2

出展申込時に、有料にて角小間をご指定いただけます。　　52,500円（消費税込）
●小間数にかかわらず上記金額です。
●ご指定のない小間に関しては、小間数、申込み順等を考慮して配置いたします。

申込小間数3
一般小間の申込小間数は、1小間を単位として制限を設けません。ただし、締切り後、会場
構成などを考慮し、運営事務局により申込小間数を調整させていただくことがございます。

小間位置の決定10
小間位置は、申込順位、過去の実績、出展製品、実演の有無などを考慮して主催者が
決定します。

出展申込者のご都合により出展を取り消す場合（すべてまたは一部）、下記のとおり解
約料を申し受けます。

出展小間料に含まれるもの8

申込先4
FOOMA JAPAN運営事務局
〒108-0023東京都港区芝浦3-19-20  社団法人 日本食品機械工業会 ふーまビル1Ｆ

振込先7
みずほ銀行新橋支店　普通預金　795164
名義：社団法人 日本食品機械工業会／住所：〒108-0023東京都港区芝浦3-19-20 ふーまビル
※振込手数料は、申込者にてご負担願います。

申込締切日5
2009年1月15日（木）※ただし、満小間になり次第締切りとさせていただきます。

支払期限6
2009年1月30日（金）

●出展小間スペース　●仕切壁（パネル）[隣接小間のある場合]　●単相100V／
0.3kwまでの電気幹線工事費　●共用施設の工事費および維持費　●広告宣伝
費（ポスター、招待状等）　●来場者サービスにかかわる費用（ガイドブック、会場案内
等の作成）　●安全管理費、要員費および警備費

出展物の実演12
●火気器具などの実演、危険物品の持ち込みについては、深川消防署の承認が得ら
れた場合のみ、小間内または定められた場所で操作・実演することができます。
●実演のために電気、ガス、給排水が必要な際には所定の様式によりお申し込みくだ
さい。（提出書類は出展者説明会で配布します）
●ガス、給排水に必要な一切の費用は出展者のご負担になります。

実演上の注意事項13
●実演に際し「大きい音」や「強い匂い」の発生が予想される場合は、事前に運営事
務局にご連絡ください。
●主催者が展示会運営の立場から見て不都合と判断した場合は、実演を中止してい
ただく場合があります。

ブース内プレゼンテーションにおける注意事項14
●近年、「自社ブース外でのPR」や「ブース近辺の通路にご来場者が滞留する」ケー
スによりトラブルが増加していますのでご配慮ください。
●マイクを使用するプレゼンテーションやBGM等の音量に関しては、展示会開催中に
「音響設備の設置方法の変更」や「近隣出展者とプレゼンテーション時間の調整」を
していただく場合があります。

出展物の展示販売15
出展物の展示即売を行う場合には、出展申込書にその旨を記入し、実施方法など計
画の詳細を必ず運営事務局に届け出てください。

出展小間料に含まれないもの9
●出展者の自社小間の装飾費・運営費　●電気・水道・ガス・エア工事費および使用料　
●ガイドブック広告掲載料　●自社出展機器などに付保した損害保険料　●広告宣伝費　
●展示・実演および搬入作業中に発生した対人傷害などの事故にかかる費用　
●法令および展示規則に基づく展示装飾等の改修費用　●その他出展小間料に含まれない費用

書面による解約通知を受理した日   　　　　　　　　　　解約料
2009年1月15日(木）以前　    　　　　　　　　小間料の   50％
2009年1月16日（金）～2009年1月30日（金）まで　　　　   小間料の   70％
2009年1月31日（土）以降    　　　　　　　　小間料の 100％

出展申込み・詳細問合せ先

2009年

1月15日（木）                     出展申込締切

1月30日（金）                     出展小間料支払期限

2月18日（水）　　　　　　出展者説明会（東京）

2月19日（木）　　　　　　出展者説明会（大阪）
　　　　　　　　　　　     　　　ブースレイアウト発表
　　　　　　　　　　　     　　　出展の手引き配布

3月中旬　　　　　　　　招待状配布（出展者用）

　　　　　　　　　　　  第1次申請書類提出締切

4月中旬　　　　　　　　記者発表／第2次申請書類提出締切

6月6日（土）～6月8日（月）   搬入期間

6月9日（火）～12日（金）     FOOMA JAPAN 2009 開催

6月12日（金）～13日（土）   搬出期間
                                             　　　12日（金）は17：00以降

8月中旬                             結果報告書配布

FOOMA JAPAN運営事務局
〒108-0023東京都港区芝浦3-19-20 ふーまビル1Ｆ
ＴＥＬ：03-6809-3745　ＦＡＸ：03-6809-3746

■会場／東京ビッグサイト
〒135-0063　東京都江東区有明3-21-1
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社団法人日本食品機械工業会は、平成２１年６月９日(火)から１２日(金)の

４日間、東京ビッグサイトにおきまして「FOOMA JAPAN ２００９」を開催

いたします。３２回目の開催であります今回は、東京ビッグサイトの東館・

西館の全館を使用し、展示スペースを前回より約11,000㎡拡大しての開

催です。ご出展いただく皆様方とご来場いただくお客様方に、十二分に

ご満足いただける展示会となりますよう、その準備に万全を期し、名実と

もにアジア最大級の展示会をめざしたいと思っております。

さて、原油価格や原材料価格の高騰など、私どもを取り巻く経済環境は

依然として厳しさを増しております。また、食品業界におきましては消費

期限や食品材料の偽造、異物混入など「食」に対する信頼を失墜させ

る事件が後を絶ちません。

今こそ、食品関連産業界が一致団結して「食の安全、安心」を真剣に

追求し、新たな視点を持って先端テクノロジーを積極的に取り入れるなど、

国民の皆様のニーズに誠実にお応えできるような提案をしていかなくて

はなりません。

「FOOMA JAPAN ２００９」では、「おいしいテクノ、あります。」をテーマ

として、従来からの展示分野に、新たにITおよびITソリューション分野を

加えるなど、より幅広い内容の展示会を企画させていただいております。

そして、多様な課題を解決する、最先端テクノロジー、製品、サービスを

発信し、活力ある情報交流、技術交流、ビジネス発展の場をご提供いた

しますことをお約束します。

また、社団法人日本食品機械工業会は主催者としてこうした目標を達成

していくため、今回、より強力な組織体制を敷き開催の準備を進めており

ます。ご出展者により近いポジションから皆様のご意見に真摯に耳を傾け、

きめ細かな企画・運営を行うことで、より実りある展示会の実現できるよう

励んで参る所存でございます。

皆様におかれましては、「FOOMA JAPAN ２００９」をビジネスチャンス

の拡大の場としてとらえ、積極的にご活用いただきますようお願い申し上

げます。沢山の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

FOOMA JAPAN 2009
開催にあたって

■名　称
FOOMA JAPAN 2009　国際食品工業展
2009 International Food Machinery & Technology Exhibition

■目　的
食品機械・装置および関連機器に関する技術ならびに情報の交流と普及をはかり、
併せて食品産業の一層の発展に寄与する。

■会　期
2009年6月9日（火）～12日（金）　4日間

■時　間
午前10時～午後5時

■会　場
東京ビッグサイト　東・西展示棟全ホール

■テーマ
おいしいテクノ、あります。

■主　催
社団法人 日本食品機械工業会

■後　援
経済産業省／農林水産省／厚生労働省／東京都／日本貿易振興会（順不同、予定）

■協　賛
食品関連産業協会、（財）食品産業センター、製粉協会、全国蒲鉾水産加工業協同組合連合会、
全国凍豆腐工業協同組合連合会、全国醸造機器工業組合、全国醤油工業協同組合連合会、全国
食鳥肉販売業生活衛生同業組合連合会、全国食肉事業協同組合連合会、全国製麺協同組合連
合会、（社）全国清涼飲料工業会、全国豆腐機器工業会、全国米菓工業組合、全国味噌工業協同
組合連合会、全国麦茶工業協同組合、全日本菓子協会、全日本菓子工業協同組合連合会、（社）
全日本コーヒー協会、全日本パン協同組合連合会、 有限責任中間法人 中部包装食品機械工業
会、東京糧食機工業協同組合、（社）日本アイスクリーム協会、（社）日本果汁協会、（社）日本缶
詰協会、（社）日本機械工業連合会、（社）日本給食サービス協会、（社）日本産業機械工業会、日
本自動販売機工業会、日本醤油協会、（社）日本食鳥協会、（社）日本食肉加工協会、（社）日本食
肉協議会、（財）日本食肉消費総合センター、（財）日本食肉流通センター、（社）日本食品衛生
協会、（社）日本植物蛋白食品協会、日本水産機械工業協同組合、日本製パン製菓機械工業会、
（社）日本精米工業会、（社）日本惣菜協会、（社）日本即席食品工業協会、（社）日本厨房工業会、
（社）日本乳業協会、（社）日本農業機械工業会、日本ハム・ソーセージ工業協同組合、（社）日本
パン工業会、（社）日本ハンバーグ・ハンバーガー協会、（社）日本フードサービス協会、（社）日
本粉体工業技術協会、（社）日本包装機械工業会、（社）日本包装技術協会、（社）日本洋菓子協
会連合会、（社）日本冷凍空調工業会、 （社）日本冷凍食品協会、他（50音順、予定）

開催概要

FOOMA JAPAN 2009
展示会実行委員会

委員長　　　　　尾  上 　昇　　　　　　 (株)尾上機械　代表取締役
                                                   　 
副委員長　　　　大 田 俊 一　　　　　　 兵神装備(株)　専務取締役
   　　　　　　　林　 孝  司　　　　　　 関東混合機工業(株)　代表取締役社長
  　　　　　　　 西 村 卓 朗　　　　　　 (株)西村機械製作所　代表取締役社長
  　　　　　　　 渡 邊 健 壱　　　　　　 ワタナベフーマック(株)　代表取締役会長
 　　　　　　　  鈴 木 芳 雄　　　　　　 (社)日本食品機械工業会　専務理事

委　員               品 川 士 郎　　　　　　 (株)品川工業所　代表取締役社長
  　　　　　　　 大川原行雄　　　　　    (株)大川原製作所　代表取締役社長
 　　　　　　　  海 内 栄 一　　　　　　 花木工業(株)　代表取締役
 　　　　　　　  増 田 文 治　　　　　　 (株)マスダック　代表取締役社長
  　　　　　　　 佐 竹 利 子　　　　　　 (株)サタケ　代表
  　　　　　　　 林　 啓  二　　　　　　 レオン自動機(株)　代表取締役社長
  　　　　　　　 南　 常  之　　　　　　 (株)なんつね　取締役副社長
  　　　　　　　 梁 島 安 秀　　　　　　 (株)トーリツ　代表取締役社長
 　　　　　　　  吉  田 　達　　　　　　 千代田金属工業(株)　代表取締役社長
 　　　　　　　  鈴 木 正 則　　　　　　 (株)サタケ　執行役員
 　　　　　　　  古  市 　尚　　　　　　 プライミクス(株)　代表取締役社長

社団法人 日本食品機械工業会

会長　尾上　昇
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 　　　　　　　  鈴 木 芳 雄　　　　　　 (社)日本食品機械工業会　専務理事

委　員               品 川 士 郎　　　　　　 (株)品川工業所　代表取締役社長
  　　　　　　　 大川原行雄　　　　　    (株)大川原製作所　代表取締役社長
 　　　　　　　  海 内 栄 一　　　　　　 花木工業(株)　代表取締役
 　　　　　　　  増 田 文 治　　　　　　 (株)マスダック　代表取締役社長
  　　　　　　　 佐 竹 利 子　　　　　　 (株)サタケ　代表
  　　　　　　　 林　 啓  二　　　　　　 レオン自動機(株)　代表取締役社長
  　　　　　　　 南　 常  之　　　　　　 (株)なんつね　取締役副社長
  　　　　　　　 梁 島 安 秀　　　　　　 (株)トーリツ　代表取締役社長
 　　　　　　　  吉  田 　達　　　　　　 千代田金属工業(株)　代表取締役社長
 　　　　　　　  鈴 木 正 則　　　　　　 (株)サタケ　執行役員
 　　　　　　　  古  市 　尚　　　　　　 プライミクス(株)　代表取締役社長

社団法人 日本食品機械工業会

会長　尾上　昇



2008年の来場者実績は、実に117,758人。来場者のほとんどが新製品の購入や情報収集を目的に来場するユーザー・バイヤーの方です。
食品業界だけでなく、化学・薬品・化粧品など幅広い業界からの来場者も多数です。意志決定権のある役職にある方の来場が多いのも
FOOMA JAPANの特徴です。新規顧客獲得のためのプレゼンテーションと商談のための場としてご活用ください。

FOOMA JAPANは、アジア最大級の「食」の総合トレードショー。食品工業界の700社超がブースを開設し趣向を凝らした展示やプレゼ
ンテーションを行っています。業界の最新トレンド、市場動向、最新テクノロジーなどの情報収集が可能です。また、出展者同士で技術提携、
販売提携、代理店提携なども行われています。FOOMA JAPANで得た情報やネットワークをぜひ明日のビジネス発展への糧としてご活用
ください。

FOOMA JAPANでは、ご招待状をトータルで100万枚ご用意し、出展者の皆様にご活用いただきます。また、重要なお客様へのホスピタリ
ティをご提供する「VIPラウンジ」や、個室形式の専用商談スペース「特別商談ブース」、出展者の皆様が自由にご利用いただける「共用商談
スペース」をご用意し、出展者の皆様のビジネスをサポートいたします。特に海外からお越しのお客様のために通訳サービスや英文パンフ
レットを用意した「インターナショナルラウンジ」を設置し、円滑なご商談を行えるよう配慮しています。

混合・攪拌・混練機、粉砕・分級・造粒機、ふるい機・網、乾燥機、殺菌装置、熱交換機、
脱水機、ニーダー、ホモジナイザー、開袋機など

オーブン、ミキサー、焼成機、成形機、デポジッター、ドゥコンディショナー、
蒸し器、包・製あん機、製パンラインなど

スライサー、カッター、チョッパー、ダイサー、テンダーライザー、ミキサー、
成形機、ソーセージ・ハム充填機、ハンバーグ成形機、魚体処理機など

製麺機、即席製麺製造プラント、パスタ製造機、餃子・ワンタン・焼売・包子製造装置
など

オーブン、フライヤー、炒め機、蒸し機、焼成機、加熱攪拌機、炊飯機、寿司ロボット、
寿司・おにぎり製造・包装機器など

飲料プラント、濾過装置、果汁飲料製造装置、搾汁機、飲料滅菌装置、
濃縮装置・乳化装置など

野菜・果物洗浄機、精米機器、洗米機、カッター、スライサー、千切り機、
皮むき・芯取り機、選別機、異物除去装置、割卵機など

豆腐プラント、豆乳プラント、脱臭機、フライヤー、油揚製造機、湯葉製造機、
焼豆腐製造機、豆腐用型箱など

蒸留装置、圧搾機、発酵用タンク、発酵室、製麹機など

油濾過機、油塗装置、食品用印刷機、高圧食品製造機など

トレーサビリティ、RFID、RIFD対応機器、EDI（電子商取引）対応システム、
工場設計・設備エンジニアリング、HACCP管理システム、計測・制御システム、
販売管理ソフト、生産管理・支援ソフト、ITソリューション提案など

予冷・冷凍・冷却・凍結装置、解凍装置、チラー、冷蔵・保冷庫、スパイラルフリーザー、
貯蔵設備、紫外線・オゾン応用装置、殺菌・滅菌装置など

各種包装機器、充填機、計数・計量機、結束機、インクジェットプリンター、印字機、
ラベルシール機、包装資材など

コンテナ、コンベア、ベルト、チェーン、パレダイジングロボット、リフト、選別機、
運搬車両、ホース、ポンプ、タンクなど

計測機器、分析機器、検査機器、測定・試験機器、画像処理機器、センサーなど

施設・容器・器具洗浄機器、クリーンルーム、シートキャッチャー、ユニフォーム、
異物・害虫混入防止機器・装置、洗剤・薬剤など

ごみ処理装置、コンポスト化機器・システム、乾燥機、排水処理装置、
エネルギー有効利用システム、再資源化技術、減容機器、リサイクル機器など

ボイラー、バルブ・継手、モーター、潤滑油、添加剤、熱風発生機、
膜および膜利用技術、フィルター、食品工場用床材、床仕上工法など

セントラルキッチンソリューション提案、料理別厨房提案など

食品製造に関わる食品素材、機能性素材、調味料、添加剤、健康食品材料、新素材

商品開発、衛生管理、食品施設、食品表示、品質表示、HACCP、廃棄物処理、
食品安全、エネルギー・特許情報配信、特許移転、最新特許開示など　　　

新聞・雑誌・書籍・ビデオなど

商社

流通・卸売・小売業

団体・官公庁・
教育・研究機関

食品関連機器・
装置メーカー


